
－21－

Ⅰ．はじめに

　６個の凸点で文字を表す点字は，盲人用の文字として全

世界で利用されている。この点字を発明したのがルイ・ブ

ライユ（Louis Braille）である。ルイ・ブライユは1909

年１月４にパリの郊外，クーブレ村で誕生した。2009年

は，ルイ・ブライユが生誕して200年を迎えたことになる。

本年（2009年）１月には，ルイ・ブライユの生誕を記念

して，パリを中心に国際シンポジウムを始めとしてさまざ

まなイベントが開催された。

　わが国でも，ルイ・ブライユに関して，「点字の父」と

して盲人用の点字を発明した業績が広く知られている。し

かし，ルイ・ブライユは，盲人間のコミュニケーションの

方策として点字の開発を果たしたが，ルイ・ブライユの貢

献は「点字」の発明に留まるものではない事は意外に知ら

れていない。

　ルイ・ブライユは，晴眼者とのコミュニケーションの手

段としては点字だけでは限界があることを認識していた。

点字の発明以後，ブライユはこの課題を解消するための方

法の開発に取り組み，盲人が普通文字をつかってコミュニ

ケーションをするための方法「デカポワン」（decapoint）

と筆記器具「ラフィグラフ」（raphigragh）を開発してい

る。このことは，日本語の資料としては一部の伝記等で紹

介されているが，これまでわが国に実物が紹介されていな

いこともあり，体系だった報告はなされてこなかった。ル

イ・ブライユが開発したこの器具は，タイプライター等の

普及により，その役割を終えてしまったが，19世紀末に

は，多くの盲人が，晴眼者と文通するためにこの道具を仲

立ちとして使っていたという（Henri，1984）。この機器

の開発も点字に匹敵する画期的な発明だといってよいであ

ろう。貢献度の高い発明として歴史に残しておく価値が高

いものだと思われる。

　筆者は昨10月及び今年１月にパリ７区にある国立盲学

校（ｌ'Institut National　des Jeunes Aveugles）及びクー

ブレ村のブライユの生家でもあるルイ・ブライユ博物館を

訪問調査する機会を得た。とくに，本年１月には，ルイ・

ブライユの生誕200年を記念して開催された国際会議への

参加の機会を得て，ルイ・ブライユが取り組んだ晴眼者と

のコミュニケーションのための方法に関する資料や実物に

接することができた。本稿では，わが国では正当な評価が

与えられる機会がなかった「デカポワン」と「ラフィグラ
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フ」の概要について，新たに入手できた情報も参考にして

論ずる。

Ⅱ．ルイ・ブライユの業績と盲人用筆記具開発
　　に至るまでの経緯

１．ルイ・ブライユと盲人用文字の開発
　ルイ・ブライユによる盲人のための普通文字による読み

書きの方法「デカポワン」とその筆記器具「ラフィグラフ」

の開発について論ずる前にルイ・ブライユの活動について

整理しておきたい。

　ルイ・ブライユの生涯については， Roblin（1952）や

Henri（1952）等によって著された伝記が邦訳されて紹介

されている。日本で公にされている著作におけるルイ・ブ

ライユや点字の発明に関する記述の多くは，これらの邦訳

に依拠している。Roblinは，クーブレ出身でルイ・ブライ

ユ博物館を設立した人物である。アンリは，1899年１月

生まれの盲人である。パリ盲学校の初等数学と理科の教師

であった。パリ大学において哲学と社会心理学を学び文学

博士号を取得しているブライユ研究者である。Roblinの著

作が，クーブレを中心にブライユを記しているのに対し，

アンリの著作は，点字の歴史と技術面からブライユについ

て記述したものになっているという。こうした特徴を考慮

して，両著作からルイ・ブライユの業績を表１の様に整理

した。

　ルイ・ブライユは生存中に改訂版も入れて５冊の冊子を

刊行していることになる。ルイ・ブライユが生前に刊行し

た冊子のうち，はじめの２冊，1829年に刊行した『点を

使って言葉，楽譜，グレゴリオ聖歌を書くための－盲人用

の方法』（原題：）及び1832年刊行の『点を使って言葉，

楽譜，グレゴリオ聖歌を書くための－盲人用の方法』第２

版が点字に関するものであった。それに対して，その後に

出版された３冊，1839年刊行の『文字の形そのまま，地

図・触図・幾何図・音楽記号等を点で描くための盲人用新

方法』，1843年刊行の『盲人に一般文字を書かせるための

番号表』第１版，及び1848年刊行の『盲人に一般文字を

書かせるための番号表』第２版は，いずれも盲人が普通文

字を読み書きするための方法を示したものであった。ブラ

イユが点字の発明だけで満足せず，晴眼者とのコミュニ

ケーションのための方法の解決を最終ゴールとしていたこ

とは，ここからもうかがい知ることが出来る。

２．「デカポワン」（10点文字）の考案とその原理
　点字の発明によって，盲人は，長きにわたっての念願で

あった文字を速く読める方法と実用的に文字を書き表す手

段を入手することができた。この文字の優れていることは

表１　ルイ・ブライユと文字の開発

　　西　暦	 　　　　　　　　事　　項
（ブライユ年齢）
1821（12歳）	� バルビエ（Barbier），盲学校を訪れ，ソノ

グラフィーの導入を要請。
1822（13歳）	� バルビエに12点点字の改良を提案。拒絶

される。独力で６点点字の研究を始める。
1824（15歳）	�1 0月ころ２年半の工夫を重ねて，バルビ

エのソノグラフィーを改良し，アルファ
ベットと数字，句読点を６点で書き表すや
り方を作り上げる（当時の６点点字には短
い線もまだ残っていた）。生徒たちの間に
広まる。校長もその有効性を認めた。

1828（19歳）	� 点字の楽譜を考案する（短い線は使われな
くなる）。

1829（20歳）	� 『点を使ってことば，楽譜，簡単な歌を書
く方法――盲人のために作られた盲人が使
う本』を刊行。ブライユ点字が正式に誕生
する。

1836（27歳）	� 盲学校生徒だったイギリス人ヘイターの指
摘により，ｗをアルファベットの点字に加
える。

1839（30歳）	� 目の見える人と見えない人が直接意思を伝
え合うことができるように，縦10×横10
の点のパターンで普通のアルファベットの
形を表すようにした点線文字（decapoint）
を開発。

		�  『文字の形そのまま，地図，幾何図，音楽
記号などを点で描くための，盲人用新方
法』を刊行。

1841（32歳）	� フ ラ ン ソ ワ・ ピ エ ー ル・ フ ー コ ー
（Francois-Pierre Foucault）とともに紙に
凸点で，Decapointを打ち出す装置（のち
にRaphigraphと命名）を発明する。

1843（34歳）	� 『盲人に一般文字を書かせるための番号表』
（第１版）を刊行。

1847（38歳）	� Raphigraphを改良。視読向けのアルファ
ベットを印刷する方式に変更。

1848（39歳）	� 『盲人に一般文字を書かせるための番号表』
（第２版）を刊行。

1852（42歳）	 １月６日　ブライユ死去。
1854		�  フランスが，ブライユ点字を盲人のための

書き方として公式に認める。
1865		�  ヴィクトール・バリュー（Victor  Ballu），

デカポワンを９点式に改良
1922		�  ヌ ー エ（Nouet） と カ ン ト ッ ネ

（Cantonnet），３点式の一般文字パターン
を公表
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盲人間のコミュニケーションのツールとして今日まで発展

してきていることが証明している。

　しかし，点字は触覚活用に適した文字であるが，視覚を

活用している晴眼者と共用するための文字としては読み

やすいものとはいえない。アンリ（1952）は「字が大き

すぎる。目で読もうとすると，浮き彫りにされた点の影に

よってしか判読できず，紙の地の点と点が同じ色なので読

み続けると疲れる。」等の問題点を指摘している。

　結果として，点字が発明されたことにより，盲人間のコ

ミュニケーションは格段に改善したが，盲人が他人の援助

を受けずに，独力で晴眼者と文書でのコミュニケーション

をするためには，依然として一般の文字を用いるしか方法

はなかった。そのため，当時の盲学校では，点字が普及し

ても，一般文字の書き方の指導にも力を入れていた。

　しかし，こうした盲人による鉛筆書きの手段は，便宜

的なものであり，盲学校での指導においてもはかばかし

い成果は上がらなかった。「なめらかな浮き彫りの線は，

曲線であれ，直線であれ，触読には向いていなかった。」

（Henri, 1952）からであり，こうした課題の当面の解決

方法は，盲人には自分で書いている文字が確かめられ，点

字を覚えるのが嫌な晴眼者には，盲人に指で解読してもら

えるような道具と簡便な方法を持つことであった。

　点字発明以後，ブライユは，こうした晴眼者とのコミュ

図１�　ブライユが作成した触察用「デカポワン」一覧表の一部
（『文字の形そのまま，地図・触図・幾何図・音楽記号な
どを点で描くための盲人用新方法』より）

図２　「デカポワン」の配列表の一覧表（著者作成）
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ニケーションの方法の解決に向けても地道な努力を進め， 

その成果を1839年に『文字の形そのまま，地図・触図・

幾何図・音楽記号などを点で描くための盲人用新方法』と

して公にした。

　ブライユが開発した方法は，織物や刺繍で模様を表す

原理と同じであった。つまり，点の集積で2次元的にアル

ファベットの形状を表し，それぞれの点を2次元的な座標

（縦横の位置）で示そうとするものであった。具体的には

縦10個×横10個の格子状の点のパターンでアルファベッ

トの字形を表した。これは，「デカポワン」（Decapoint＝

フランス語で10点）と命名された。点の配列は，番号表

として示された（図１）。

　「デカポワン」では，点が縦に10点配列されているが，

それを３点，４点，３点に区分して，中央部の４点で文字

本体部分を表し，文字のアセンダントとディセンダントを

それぞれ，上の３，下の３点で表す仕組みになっている。

小文字の「ａ」を例にとれば，左縦１列目が５・６の点，

２列目が４・７の点，３列目が４・７の点，４列目が３・４・

５・６の点，５列目が７の点と打っていくことにより，文

字のパターンを表わすことができる。「ａ」では中央部の

４点だけが使われていることになる（図２）。

　筆者は，1839年版の冊子に示されている番号表を基に，

アルファベット大文字，小文字の点描文字の作成を試み

た。図２のようなパターンになる。

　晴眼者が使っている文字の２次元的な形状を触覚で判別

できるようにした凸文字は，すでにバランタン・アウイが

盲学校での教育に採用していたように，新たな方法だとは

いえない。ヨーロッパ圏ではアウイ以後，凸文字の開発

が各地で進められた。それらは，大きく「ローマ字形式」

の凸字（ゴールタイプ，アルストンタイプ，フライタイ

プ，テーラータイプ）と，読み取りやすさを優先した字形

にこだわらない「自由形式」の凸字（リューカスタイプ，

フーリアタイプ，ムーンタイプ）に大別される（大河原，

1987）。1840年代には，これらの文字を使って聖書の印

刷などが競って行われた。しかし，これらの凸文字には最

大の欠点があった。それは，盲人自身が書き表すことが非

常に困難だったということである。

　それに対して，ルイ・ブライユが新たに考案したデカポ

ワンは，晴眼者も盲人も読み取れる文字である上に，盲人

自身が書き表すことが可能な方法であるというところに特

徴がある。これで視覚障害者自身が普通の文字で文書を書

き表すことができるとともに晴眼者もこれを使って盲人に

文書をしたためることができるようになった。晴眼者と盲

人が双方向で利用できるコミュニケーションメディアがこ

こに誕生したことになる。この方法は晴眼者も盲人もとも

に利用できる点描による凸文字の出発点にもなったといえ

る（Henri, 1952）。パリ盲学校の資料室や生家であるル

イ・ブライユ博物館には，この「デカポワン」の方法で著

された文書が展示されている（図３）。

　2009年１月にルイ・ブライユ博物館を訪問した点字使

用者である岩下（2009）は，実際にこのデカポワンで著

された文書に触れ，「100画素以下でアルファベット１文

字を表現するためかなり簡略化されてはいるものの，触読

でもはっきり文字の形を読み取ることができた」と評価し

ている。

３．「デカポワン」を書くための筆記具の開発
　ブライユが点字を発明したときには，シャルル・バルビ

エ（Charles Barbier）によってもたらされた用具が既に

存在しており，点字を書き表す器具等の作成については，

具体的な拠所があった。しかし，点描文字「デカポワン」

は，ルイ・ブライユが考案したものであり，それを書き表

す道具を創出しなければならなかった。この経緯を示す資

料が乏しかったために，アンリ（1952）の記述において

も，「ブライユは，まず格子（grid）を張った道具をつく

図３　「デカポワン」で著された文書

図４　「デカポワン」で表したルイ・ブライユの手紙
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り，文字の形を忠実に再現するための，点の「座標」の位

置を定められるようにした。」というあいまいな表現に留

まっている。

　その後，新たな資料が発見され， それをもとにして

Mellor（2006）は，新たにルイ・ブライユの伝記をまと

めると，この作成の過程を明確に記述している。それに

よると，この筆記具の実現に際して，ルイ・ブライユを

サポートした人物が存在した。フルニエ（Alezandre　

Fournier）である。フルニエは，元々パリ盲学校の生徒で

あったが，1806年にバランタン・アウイに同行してプロ

シャを経てロシアに渡り，各地で盲学校設立にかかわり，

1817年にパリに戻ってきたという経緯の持ち主である。

その後フルニエは，カンズ・バン（Quinze-Vingts）に住み，

印刷所を営んでいた。カンズ・バン（Quinze-Vingts）は，

1254年にルイ９世（Louis IX, Saint Louis）によって設立

された盲人収容施設（L'Hospital des Quinze-Vingts）で，

当時も盲人の保護する施設として重要な機能を果たしてい

た（Weygarnd，2009）。

　ルイ・ブライユは，筆記盤を作る過程で，「デカポワン」

を実際に使って３度ほどフルニエと手紙のやりとりをして

いる（Mellor, 2006）。図４は，ルイ・ブライユ生誕200

年を記念してつくられたポスターに記載されているフルニ

エ宛の手紙の一部である。このような経過を通して，ル

イ・ブライユは，イメージ通りの筆記盤を作り上げること

ができた。

　完成した「デカポワン」用筆記盤は，点字盤と同じ構造

による盤と，定規，点筆で構成されている（図５）。盤は

図に示したようにフランス型点字盤と同じで，溝型の受

け皿になっている。定規は，文字のアセンダントと本体，

ディセンダントの３つが書き分けられるように３分割され

ている（図６）。Mellor（2006）によると，ルイ・ブライ

ユの友人であったコルタ（Coltat）は，「その格子は，非

常に細かいすき間のある調整具で，それを使って，アル

ファベット記号のあいだのへだたりと，それぞれの記号の

大きさを，正確に決めることができた」と記している。

　クーブレ村のルイ・ブライユ博物館にも，点字器に類似

した，「デカポワン」用筆記具が保存されていた。

４．Raphigrapheの開発
　「デカポワン」は，ブライユが開発した器具で点描でき

るようになった。しかし，格子の目を数えて1点ずつ打っ

ていかなければならないために，書字には時間がかかっ

た。そこで，ブライユは「デカポワン」を効率よく書く

ための筆記具の開発にも取り組んだ。1840年代の初めの

ことである。ここでは，友人で盲目のピエール=フランソ

図５　定規の全体図

図６　定規の拡大図

図７�　 パ リ 盲 学 校 に 保 管 さ れ て い る「 ラ フィグ ラ フ 」
（Raphigraphe）の写真（著者撮影）
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ワ・フーコー（Pierre-Francois-Victor Foucault，1797－

1871）の協力を得ている。フーユーは６歳で失明し，パ

リの盲学校に入学した。フーユーも1832年からカーンズ・

ヴァンに食料品店を開いて生計を立てていた。また，フー

ユーは，ホルン奏者でもり，創造的精神の持ち主で優れた

発明家でもあった。このことが，新しい機器の開発に大き

な影響を与えている。フーユーは当時開発されたばかり

のトランペットのピストンの原理を応用した筆記具を開

発したのである（図７）。これは，後に「ラフィグラフ」

（Raphigraphe）と呼ばれるようになった（Mellor,2006）。

　フーコーとブライユによって開発された「ラフィグラフ」

（Raphigraphe）は，「デカポワン」の縦１列の10個の点

が同時に打ち出せようになっている。それぞれの点に対応

する10本のピストンのいくつかを右手で押すことによっ

て１列分の点を打ち出し，左手でレバーを操作して１列分

ずつ器具を移動して点を打ち出して，デカポワンを表して

いく構造になっているものであった。このピストンが，ト

ランペットのピストンの原理を応用したものであった。こ

れを利用することにより簡単に墨字文書が作成できるよう

になった。Mellor（2006）は，最初のドット・マトリッ

クスプリンターであると評価している。

　初期に開発された「ラフィグラフ」は，触読できるよう

に凸点が打ち出されていたが，後に，カーボン紙を挟み込

むことにより，点のパターンがそのまま印字できる方法が

発見され，機器の基本設計はそちらの方にシフトしていっ

た。1848年改訂の「盲人に一般文字を書かせるための番

号表では，このカーボン紙使用の「ラフィグラフ」が説明

されている。したがって，この段階では，凸点で表したパ

ターンを触覚で読み取るという方式がされていないという

ことになる。最終的には，凸点と墨字の両者で文字パター

ンを表すことを目指していたものと思われるが，ルイ・ブ

ライユの死去により，以後の「ラフィグラフ」の新たな改

善は中断してしまった。

　筆者の調査では，ミラノの盲人協会にも同種の機械が展

示されており，イタリアでもこの機器が利用されていたこ

とを確認している（図８）。このことは，この機器がフラ

ンスだけでなくヨーロッパ大陸に普及していたことを示

唆している。しかも，ミラノ盲人協会所蔵の機器は20点

2列分をまとめて表記できるようになっていた。機器の改

良も進んでいたことを意味している。フランスでは，「デ

カポワン」自体がさらに改良され，縦３点と複数のマス

でアルファベットを表すカントネ＝ヌーエ方式等も出現

し，一般のタイプライターが普及するまでこれらの方式

が盲人と晴眼者の文通に使われていたということである

（Henri,1952）。

５．実際に用いられたラフィグラフ
　 ル イ・ ブ ラ イ ユ が 残 し た 手 紙 の 写 真 版「Louis 

BRALILLE 1809-1852 Correspondence」がルイ・ブライ

ユ生誕190年を記念して1999年に国立盲学校より限定出

版されている。この中には，手書きの文書とともに「ラ

フィグラフ」で表わした当時の盲学校の校長ピニエ（手紙

図８�　イタリア・ミラノ盲人協会が所蔵している2列分が打ち
出せる「ラフィグラフ」（著者撮影）

図９　ルイ・ブライユがラフィグラフで書いた手紙
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も４通掲載されている（図９）。実際に使われていた何よ

りの証しだといえる。

　Henri（1952）によると，この機器は，一般用のタイプ

ライターが普及し，それを盲人が使用するようになるまで

使われていた。機器が高価であったため広く一般に普及す

るまでには至らなかったが，ヨーロッパ各地でも使われて

いたという。

　さらに重要なことは，1839年に刊行した小冊子の中で，

楽譜についても晴眼者の記譜法に従った表記法の基礎を示

している点である。ルイ・ブライユは楽譜についても一般

的な記譜法を凸点で表すことをめざしていたといえる。し

かし，五線譜で示されている楽譜を，縦10点という限定

された条件の下で表現することは困難を極めた。ルイ・ブ

ライユの案では，音楽記号の表記に，点字的な記号が使わ

れていた。記号類をアルファベットの形状で示すことは，

スペース的に困難だったからである。したがって，この方

式で楽譜の表記をすすめても，晴眼者には読み取ることが

出来ず，盲人共有できる楽譜にはならなかったであろうこ

とが容易に想起できる。

　現代では，点字楽譜と晴眼者用の楽譜をIT技術がつなげ

てくれているが，ルイ・ブライユが求めていた晴眼者と盲

人が共有できる楽譜表現の課題は，未だに解決されていな

い。

Ⅲ．おわりに

　ルイ・ブライユは，晴眼者とのコミュニケーションのた

めに「デカポワン」を考案し，友人等の支援を受けて，そ

れを表記するための格子盤と印字装置「ラフィグラフ」を

開発した。本稿では，その概要と開発の経緯を紹介した。

ルイ・ブライユは，自作のこの「ラフィグラフ」を実際に

活用して晴眼者と手紙等のやりとりをしていた。ピニエ校

長宛の手紙も残されており，十分に実用的であったことが

理解される。ブライユは，文字だけでなく楽譜の開発も目

指していたが，彼の死去により中断されたのは残念なこと

であった。

　ルイ・ブライユは，盲人間のコミュニケーションの文字

として点字を考案した。日本点字を考案した石川倉次につ

いて，点字翻案以降の聾教育での貢献がそれほど語られな

いように，わが国では，ルイ・ブライユについても点字発

明のことだけがクローズアップされているように思われ

る。ゴール点として晴眼者と相互交流が可能なコミュニ

ケーション手段の実現を目指していたルイ・ブライユが，

死の直前まで改善に取り組んでいた「デカポワン」と「ラ

フィグラフ」の開発についても，その功績が評価されてよ

いのではないだろうか。残念ながらこのデカポワンとラ

ティグラフについてはまだまだ断片的な情報に留まってい

るが，さらに明らかにしていきたい。
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